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クリ家具用材の乾燥技術開発（Ⅰ）
－乾燥スケジュールの実用性評価－

１　はじめに
　クリフローリング材乾燥への実用性が確認でき
た乾燥スケジュール(研究成果速報No.375)につい
て、クリ家具用材乾燥への実用性も評価するため、
４cm厚の板材を用いて乾燥試験を実施した。
２　試験方法等
(1) 供試材料
　県産クリ丸太20本(径28～35cm、長さ2.2～2.3m)
から得られた板材128枚と乾燥経過観察用のコン
トロール材３枚(Ａ、Ｂ、Ｃ)を供試した。
　なお、木口付近に観察された割れは、予め可能
な限り除去した。
・板材:厚さ４cm、幅12cm、長さ200cm
・コントロール材:厚さ４cm、幅12cm、長さ120cm
(2) 試験方法
　乾燥方法及び含水率、割れや狂い等の測定は研究
成果速報No.375と同様の方法により行った。
(3) 仕上がり板材の水分傾斜測定
　乾燥した板材を一週間室内で養生した後、各丸太
で最も初期含水率が高い板材を抜き出し、各板材か
ら長さ２cmの試験片を３個採取した。試験片は木表と
木裏を厚さ方向に１cmずつ除去した後、幅方向に５等
分し、外側を表層、材中心部を内層、表層と内層の間
を中間層とした(図１)。採取した表層、中間層、内層は
それぞれ全乾法により含水率を求めた。

３　結果
(1) 含水率の推移
　乾燥時間は834時間となり(表１)、板材の約９割が
仕上がり含水率8.0～10.0％の間に収まった(表２)。
　コントロール材の初期含水率のバラツキは乾燥
が進むにつれて小さくなり、調湿処理により目標
含水率に収束した(図２)。
(2) 割れや狂い等の評価
　割れや狂い等は全体的に軽微であり、家具用材
として利用可能であった(表３)。
(3) 仕上がり板材の水分傾斜
　表層の約９割、中間層の約８割、内層の約７割
が含水率8.0～10.0％の間に収まり(表４)、水分傾斜
はわずかであった。
４　おわりに
　割れや狂い等の状況や仕上がり板材の水分傾斜
が小さかったことから、今回用いた乾燥スケジュ
ールのクリ家具用材乾燥への実用性が確認できた。
　 (担当　研究部　専門研究員　森　諒平)


